


































要約:乳幼児健診の場において、何らかの異常があると判定されたり、異常とはいえない

が、このまま放置するのは心配である、発達あるいは育児上の問題があるなどと判断され

た乳幼児あるいは養育者に対するその後の追跡的援助は必らずしも満足できるものではな

い。本研究は、地域における母子保健サービスに日頃携わっている方々に共同研究者とし

て加わって頂き、乳幼児健診の追跡的援助システムとしての問題点と対策について検討し

た。今年度は各地域の特性を知る目的にて以下の項目について研究した。(1)乳幼児健診

の 1次スクリーニングの判定とその処理、(2)経過観察の意義とそのあり方、(3)精密検診

のあり方、(4)フィードバック機能、(5)保健所における保健指導およびグループ指導のあ

り方、以上の 5項目のほかに、各個研究を実施した。


